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イギ リスの国民 と文学(続)
北 澤 義 弘
ブ リテンBritainとイングラン ドEnglandと言 う二系列 の名 を未 だに保
有 しているこのイギ リス国民 の文学の形成 についてs国 際経営論集No。3
(1992.3神奈川大学)の 本題 に続いて,こ の度はブリテンの側から光 をあて
てみたい。
前篇で既 に 「ケル ト民族」の由来に触れた。 そこで述べたように,彼 らは
遠 く紀元前2000年頃から青銅器 とともに段階的にアイルラン ド,ブ リテン諸
島に到来 している。未だ不明の点 は多いものの現在 までに推測 されている所
を年代,地 域,種 族 に着 目して要約 し,や がて彼等の持っていた神話,説 話,
言い伝 えなどについてイギ リス文学に符合 させてみる積 りである。
ケル ト諸部族の時代
歴史 上明 白なケル ト人 の ブ リテ ン諸島への移住 は前7世 紀 には鉄器 を伴 い,
つ いで前5世 紀,3世 紀 と行 われてい る。勿論 それ よ りは るか以前 に彼 等の
先駆者達 は到来 し,ビ ーカー文化 も既 に存在 して いた。考古学上 それがケル
ト人 であ る と言 う明確 な結論 には まだ達 していない。現 在 のアイル ラン ドに
あた る所 に はス コ ッ ト人(ゲ ール人),ブ リテ ン島 にはブ リ トン人(キ ム リ
人),こ の島の北部 のカ レ ドニアCaledonia地方 には ピク トPict人が居 を占
めて いた。更 に前1世 紀初期 にはベル ガエBergae人が到来 してい る。 また
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フランスの ブル ターニ ュBretagne地方 に もブ リ トン人 が海 を隔て て住 んで
いた。 これ らの種 族 は皆 ケル ト人 に属 してい る。 しか しケル ト人 達 はそれ ぞ
れ分散 して暮 らしてお り,国 家 的統合 や中央集権体制 を敷 いて強力 な国家的
団結 を図 るこ とは不得手 で あった。
前55年,ロ ーマ帝 国の シーザー に征服 され,ブ リテ ン島 は半分以上 ローマ
帝 国の属領 となった。 そのた め先住の ケル ト人 は北方 と西方 に押 しや られた。
島の西部 山地 に籠 った ブ リ トン系 の人々 はウ ェー ル ズWales語を話 し,彼
らの文化 を保 っていた。一方 アイルラ ン ドはローマの直接 の攻撃 をまぬがれ
たので9世 紀 のヴ ァイキ ング侵略 の頃 まで は比較 的平穏 に過 し,ゲ ー リック
語Gaelic又は ゴール語Gaolとその文化 を維 持 してい た。大 陸 のケ ル ト語
は消滅 して しまったので島のゲー リック語 だ けが今で はケル ト語 の手掛 りで
あ る。 その文化 は遠 くハ ル シュタ ッ ト以来受 け継 いで来た固有 の もので造形
164国 際経営論集No.51993
物や社会制度 の中 に うかが い知 るこ とが で きる。 そ こに伝 わ る伝 承文学 は職
業的語 り部 フィー リー-finchや吟遊 詩人バ ー ドbairdの物語 りに よ り,後 の
キ リス ト教の もた らした文字 の渡来 の時 まで語 り伝 え られ て来 た。 その社 会
は ドル イ ド神 官druidhを精 神上,社 会生活上 の指 導者 として形成 した もの
で ある。 そ こに は幾 多の英雄諌 もある ことか ら推 して,ゆ るい共 同体 の部族
又 は地域 の主領 達が支配 しs相 互 に争 った り,提 携 した りした もの と思われ
る。騎士達 の武 勇談 は所属 のバ ー ドによって物語詩epicの形 として歌 われ,
武勇が讃 え られ た。 シー ザーの ガ リア戦 記Co7nmentariiDe、Bello(;遼〃ゴ60
は,ド ル イ ド神 官や僧 侶 は戦争 への参加 が免 除 され た と記 してい る(G召11.
Vol.14)。従 って彼等 は多数 の志願 者 のなか か ら選 ばれ,7年 か ら20年もの
勉強 と詩の暗記 が課せ られた。 それ故仲間か ら絶対的尊敬 を受 け,一 定 の森
の聖所 で祭事 を執 り行 ったのであ る。彼 は口伝 による神話 をその骨子 とした
儀式 を執行 している。 この習慣 は他 の方面,特 にギ リシャ,フ ラ ンスやその
他 イ ン ド ・ヨー ロ ッパ語 系の 多 くの民族 に も見 られ る と民俗 学folkloreで
は説明 してい る。何 れ もケル ト族 や他 のイ ン ド ・ヨーロ ッパ系民族 に拘 わ り
のあ る所 だ と言 うことに注 目 したい。
アイル ラン ドの神話 はmマ 侵 入以前 か らの ものが その厳格 な口伝 と保守
的 な ゴール語 の お か げで断 片 的 とは言 え よ く伝 承 され(theHistoryof
Ireland,EHull,p.17),6世紀未 か ら記録 に残 りは じめた。1000年以上 も
の間 よ く保存 されて きた。 フ ィー リーの語 る神 話群 として代表 的 な もの に
「アルスターの勇士」theChampionげUlsterがあ る。 ローマ 占領以 前 の英
雄 謳 で,フ ィー リ0の 好 む話 題 で あ った。 コン ポ.___バ0・マ ック ・ネ ッサ
ConchobharMacNessa時代 の六 つの国々の騎 士の武 勇伝 であ る。 これ と
対 照的 な庶民 の物 語 りは フィ ンFinn(Fingal)神話群 で あ り,遠 い頃か ら
の異教 に深 く根 ざ した話 であ る。 アル スター もの と違 い叙情 が あ り神話,民
俗学上 の深 い意 味 を含 んでい る。文学 の記録 として大量 に現 れたの は12世紀
になってか らであ り・マ ック フ ァー ソンMacPhersonのOssianで有名 に な
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った。 それ は野外 の文学で,原 始林 の中を さまよう狩猟生活 を描 いた民族全
体 のサー ガで あ る所 が アル ス ター神話 と異 って い る。別 にOssianicCycle
とも呼 ばれ る もので ある。
更 にア イル ラ ン ドの最 古 の神々 の話 が ダ ー ナの種 族 神話 群TuatYuzDe
Damanで,そ れ はダー ナ女神 の子孫 の意 を持 ってい る。神話学 上 イ ン ド ・
ゲルマ ン系神話 につなが る要素 が ある。子孫 の一人 はル ッ ド,ま た はヌ ッ ド
と言 う名 を持 ち,CaerLuddはLondonの語 源 で あ る。 同市 のル ッ ドゲ イ
トの丘 はル ッ ドの墓 と言 われてい る。 また子孫 の中で最 も強力 な神 で あるグ
ィデ ィオ ンはチ ュー トン族 の神 ウォーデ ン(オ ーデ ィン)に 相 当す る と考 え
られてい る。 か くて ダーナの子孫 は天空の神話 の神々 と係わ りをもつ もので
ある。 その一人 に リー アLirまた は レーアLlyrと言 う大洋 を意味 す る神 が
ある。彼 につ いてGeoffreyofMonmouthはKingLeirと言 って い るが そ
れはShakespeareのKingLearの原型で あ る。
ウェールズの方 は神話 の保 存が アイル ラン ドほ どよ くないが,そ れで も12
世 紀 には多 くを書 き残 してい る。 「キュル ーク とオル ウ ェン」Culhwchand
Olz〃6ηや 「四分枝 」TheFouyBranches(ゾtheMabinogiは11世紀 になっ
て記述 された。か な りよい文章 で残 され たブ リテ ンの神々 の物語 りであ る。
登場 す る神々 はブ リ トンの古 い時代 の ものであ りその 口碑 は大変素朴 な内容
で あったが,記 述者達 のブ リタニヤ的 ロマ ン主義 のせ いか名文 に近 い表現 で
あ る。 それ故 か えって神話 の伝承性 の方が薄れた嫌 いが あ る。 む しろ中世 に
向 けての文学上 の素材 として意味が あ ろう。 アイル ラ ン ド,ス コッ トラン ド
系の神話 よ りむ しろフラ ンスに係 わ る地 中海型,ギ リシャ ・ローマ型 の匂 い
がす る。
この ウェールズ神話 を記述 した原本 は現 在 オ ックス フォー ド大学 に残 って
い る14世紀 に作 られた写本 「ハー ゲス トの赤 い本」theRθ4:rr-ofHer-
Bestであ る。(こ の ウ ェール ズ語 を英訳 したの は19世紀 の シャー ロ ッ ト・ゲ
ス ト女史CharlotteGuest)
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この物 語 りを維持 して来 たの は厳 しい教育 を受 けた ウ ェールズのバ ー ド達
で その`真打 ち'に当 る階級名 を`マ ビノグ'mabinogと言 った。彼 らの歌 う
子供 む きの古謡 を`マビノギ'と言 い,そ の複数 として`マ ビノギオ ソ と言 う
語型 がゲ ス ト女史 に よって造語 された もので ある。
この原本 が中世 英 ・仏文学 の上 に偉大 な影響 を及 ぼ した ことは よ く知 られ
てい る。特 にその中の 「クル フ ッフとオル ウェン」CulhwchandDlwenと
「ルポナブ イの夢 」theDreamofRHQNABWYはアーサー王伝説 の直接 の
種本 となって いる。(FourBranchesにはアーサー王物語 を含 まない。)
ケル ト人 の神話伝 説 には大陸 も含 めて共通点 もあるが,彼 らの生活 に応 じ
た相違 もあ る。 アイル ラン ド ・スコ ッ トラ ン ドで は牧歌的明 るさ と民族 の誇
りを保 つが運命的 な悲哀 と諦念 らしい もの も感 ず る。反面 ウェールズの方 は
気候風土 のせいか人 間味が あ りそれ に神秘主義 も加 わ ってs大 陸 に人気 のあ
る騎士道物語 の混入 す る素地 が あったの ではないだ ろうか。 ここで神話伝 説
と言 って もそれ は単 に荒唐無稽 な物 語 りで はない。考古学上 に認 め られ る物
的,造 形 的遺物 に裏 打 ちされ た言 い伝 えであ る ことを認 識 しなけれ ばな らな
い。 それは古代 の総合文化 の一翼 なのであ る。 ただ しその 口碑伝 説 は直 ちに
文 学 とは まだ言 えない。文学上 で は主要 な一つ の過程 であ り,文 字 の表現 を
得 て は じめて文 学の領域 を占め るのであ る。 マギ ノ ビの最 も早 い編纂 は11世
紀 であ るが,そ れ は神話 の保存 と言 うよ りは文学 的な表現 に力 を入れ た もの
らしい。 この物語 に は後 のアーサ0王 物 語群 と同一 の情景 や挿話 が多数見 ら
れ るの は当然で ある。
これ を受 けて作 られた アーサ ー王物語 の最初 の作者 は1070年か ら1150年ま
で生 きていた ブ レヘ リスBleherisと言われ て お り,フ ラ ンス語 で書 か れ て
いる。 彼 はウェール ズの貴族 であ った よ うだ。 これ はク レチア ン ・ド ・トロ
イーズChretiendeTroyesの「ペ ルセ ヴ ァル,グ ラール物語」・Pθz68槻ゐ
ConteduGraalの種 本 とな った もの(既 に消失)よ りも古 い とされてい る。
また ジェフ リー ・オヴ ・マ ンマスGeoffreyofMonmouth(1100-54)のラ
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テ ン語 で書 いたブ リテ ィン王列伝HistoricRegumBritanniaを元 に した ワ
ースWaceの ブ リュ物語 β禰 が フラ ンス語 で書 かれ,さ らに13世紀 に入 っ
て ラヤモ ンLayamonがジ ェフ リーの細部 の欠落 を補 い ブルー トBruteを書
いた。 そ して資料 は次 々 に増 えて きた。話題 はブ レ トンBretonやノルマ ン
Normanの方 まで拡 が った の で あ る。 その 中 に作 者不 明 の 「サ 一ー ・ガ ウ ェ
イ ン と緑 の騎 士 」SirGawainandtheGreenKnightと言 う頭韻詩が現 れ
た。 これ は 「聖杯物 語」TheHolyGrailと共 にアー サー王物語群 の有名 な
話題で あ り,後 に トーマス ・マ ロ リ・-SirThomasMaloryによって 「アー
サ ー王 の死」LeMorteDarthurの中 にま とめ られてい る。 この緑 の騎士 は
雲 突 くばか りの巨人 でBercilahdeKartdesertと言 う名 で あ るが・ アー サ
ー王が後 にルー シヤス征 服の途 中 コンスタ ンチーヌ国で首 を打 ち落 した巨人
の原型で あろ う。 そ して巨人倭小人 はケル ト伝説 には不 断 にある話題 で ある。
物 語 りの聖杯 は一応 キ リス ト教 的 に扱 われて いる ようだが,古 典 的 ケル ト神
話 か ら考 えれ ば この民族 の聖 なる大鍋caldronと考 えるのが合理的 と思わ れ
る。
ここまで はケル ト系 の種 族が ブ リテ ンや アイル ラン ド,ブ リタニヤ を占め
ていた時代 の民族伝 承 に着 目 して論 じて きた。 しか し410年に ローマ軍 が イ
ギ リスか ら撤退 した後 の ピク ト人(旧 ケル ト人で入墨 して いたので この名が
付 く)の 北 か らの侵入 に備 えるた め招 いたア ングロサ クソン族が好機 とばか
り次 々 とブ リテ ン島の東南か ら入寵 を始 めた。彼等 は逆 にケル ト人 を西北 に
押 しこめて行 き,言 葉 はゲルマ ン語 を用 いていた。古英語 の時代 であ る。歴
史上か らは中世前期 に当 る。 間 もな く1066年の ノルマ ンの征服 と言 う大変動
に遭遇,言 語的 に も大混乱 をきた し,ノ ルマ ン方言NormanFrench影響 下
に生 じた中英語 が中世後期 の文化 を築 くようにな る。 かつてサ ク ソン等 の圧
迫 を受 けたケル ト系 に或 る意味で活 力 を復活 させた。 ゲルマ ン系 の古英語 は
新来 の フランス語 に駆逐 され,そ れか ら約二世紀 はフラ ンス,ラ テ ン語 の教
化時代 とな った。言葉 は'ロマ ンス語Romance化して きた。文学 に於 て もフ
168国 際経営論集No.51993
ランス好みの騎士道冒険談 を主にしたロマンス物語が主流になってきた。 ブ
リタニヤは元来ケル ト族の故郷である。彼 らがブ リテンにもた らした文学は
フランス語で記述 したケル トの物語 りであった。かつてのゲルマン系の侵入
に対 し無念の思いのケル ト族の希望の英雄であったアーサー王の物語群 はそ
の中の白眉 と言える。それが前記のブレヘ リスやラヤモン作のケル ト英雄謹
であった。
ア0サ ー王伝 説
中世文学 で ロマ ンスの中心的話題 であったアーサー王 とは如何 な る人物 で
あった ろうか。史実 として人物像 を確認 す る努力 は既 に中世以来 多 く試 み ら
れて来たが結局無駄 であ った。
ローマ軍 の撤退後 ブ リテ ンは元来 の民族 の小集 団の国々 とな り,そ の間で
抗争 も行 われた。 また北 方か らの原 ケル ト系 ピク ト人 の圧 力 に対 抗 す るため
大陸 か ら援助 に招 いたサ ク ソン人 は逆 に彼 ら自身 を西 方 に追 いや る始末 とな
った。 そ してブ リ トン人 とサ ク ソン人の戦 いが始 まると言 う情勢 となって い
た。 この頃 の記録 にウ ェールズ人 の僧侶 に して歴史家 であ った ギル ダスGil.
dasと言 う人 の書 いた ものが ある。 アー サー と同時代人 と思 われ る この人 は
"ブリテ ンの滅亡 と嘆 き"D
eExcidioetConquestuBritaniaeを史実 の50年
後 に著わ して い るが,そ の中のベ イ ドン山Badonの激戦(ブ リ トン とサ ク
ソンの天王 山に当 る戦)で の殊 勲の将軍 につ いて故意 に名前 を書 いて いない。
これ は彼 のローマ教会 の僧侶 の立場 か らこの戦 の意義 を反 キ リス ト教 的 と否
定 的 に考 えたた め と言 わ れ て い る。 それ か ら300年後 に はネ ンニ ウスNen-
niusとい うや は りウェールズの史家 が ブ リ トン史theHistoricBrittonumの





Arthur'ssingleonsetdeunoimpetuArthur."ベイ ドン山の戦 い につい
ては二人 の史家 の言 が共通 してい る ことか らそれ は史実 らしい と推測 出来 る。
またネ ンニ ウスの この戦 の記事,こ の時 のその他11回の戦闘 について は誰 も
その後記 してい ない し,若 し言及 していて もそれ は何 れ もネ ンニ ウス を種本
として いる ことか ら考 えて,彼 のアーサー に関す る記事 が真 実で あったか ど
うか疑わ しい。 つ ま り彼 はそれ まで言い継 がれて きた古来の英雄 談 を修飾 的
にここに挿入 した とも考 え られ る。 また600年頃 に はゴ ドデ ィンGododinと
い う悲歌 の中 に もアーサー とい う名が盛 んに出てい る。 それ等 の事情 か ら考
える と文 字以前 よ りアー サー な る人物名が伝承 されていて,文 字 の使 用 とと
もに早速 それが記述 され た こ とが想像 され る。 自 らブ リ トン人 で あった ネン
ニ ウスは 自分 の民族 の勝利 を誇 る気持 か らベイ ドン山の合戦 の勝利 に民族伝
説 のアーサ ーな る名前 を借 用 した と考 え られ る。 アーサ ーはウェール ズ人 の
英雄 として8世 紀 頃 まで伝承 されて来た ケル ト神話 の重要 な構成員 であった
と考 えて よか ろ う。 その原型 は何時頃か ら出現 したか は口伝 であ る限 りは判
らな い。然 しアー サー王物語群 中のアーサー王 の直接拘 わ らないテーマ は古
い ヨーロ ッパ各地 に点在 した神話伝説 の部分 的借 用 を している所 か らみてケ
ル ト族 の この地方 への移住以後 とも,以 前か らの もので あった とも推測で き
る。 そ うなれ ばアーサーな る人物 は実在 の人間 を超 えた存在 とな り得 るが,
それは神話学 の領域 に入 る ことで あ り,人 類文化 の広範 な見地 か ら考 える必
要性 が生 じて くる。 コー ンキ ングを崇 め る農業神話 的要素 も考 え られ,ま た
統 治,武 力,稔 りに集約 され るイ ン ド ・ヨー ロッパ説話 につなが る可能性 も
大 いに考 えるべ きで あ る。本論 の 目的 はその追究 で はな く,イ ギ リス文学 に
それが伝承 されて ゆ く過程 とイギ リス文学形成 の様相 を探 る ことで ある。 そ
の具体例 として 「アーサー王 」 につい て辿 って みた い。
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マ ロ リーの 「ア ー サ ー 王 の死 」(LeMorteDarthur)
様 々 なアーサー王 を語 る中英語,ラ テ ン語,フ ラ ンス語 の物語 りが豊 富 な
テーマ の下 に中世 の イ ギ リス を賑 わ しは じめた。 その中 で後 の スペ ンサー
EdmundSpencer,ウォル ター ・ス コッ トWalterScott,ウ ィ リアム ・モ リ
スWilliamMorris,スゥイ ンバ ー ンA .C.Swinburne,テニス ンA .Ten.
nyson等の文人 に読 まれ多大 の影響 を直接 に与 えた のが,こ のSirThomas
Maloryが集約 した 「アーサ ー王 の死 」で あ った。 これ に序文 を付 け,1485
年 に印刷 出版 を したのが,ウ ィ リアム ・キ ャクス トンW.Caxtonである。
フランス,イ ギ リスの数 あるアーサー王伝説 を筋 の通 る面 白い一 つの物語
として読 み易 くま とめあげたのがマ ロ リーの この作 品で あった。 もともと英,
ラ テ ン
仏,羅 典 か らの寄せ集 めであ るた め,一 貫性 の点か ら無理 な所 の生 ず るの は
やむ を得 ない ことであ ろう。 しか しケル ト伝承 としての特長 は よ く生 か され
てい る。全体 を21巻に分 け,さ らに各 巻 を平 均20章前 後 に区分 け し全507章
となってい る。
マロ リーが依拠 した文献 は 「ブ リテン列王史」 でその第137章か ら178章ま
での アー サー王 に関 す る部分 であ る。 ウーゼル ・ペ ン ドラ ゴン王 が コー ンウ
ォール公 の夫人 イグレーヌ を冒 してアーサー王 を生 ませ た。後 アーサー はブ
リテ ン国王 とな り,諸 国 を続 一,ロ ーマ を征服 す る。故 国 を離れ てい る留守
に甥 のモー ドレ ッ ドが王位 と王妃 を寡 奪 した と知 り,ブ リテ ンに戻 って彼 を
倒す。 しか し自ら も重傷 を負 いアヴ ァロ ンの島 に去 る。 この筋 書 はマ ンマス
が ブ リ トン語か らラテ ン語訳 したの を再 び訳 し戻 した もので ある。 アーサ ー
の伝説 はケル ト系 の間で は普及 していた話で あ るこ とは前 に も述 べた通 りで
あ る。 それ以 前 にアーサー伝説 の古 い原形 「マ ビノギオ ン」 が伝承 されて い
たが,書 写 されたの は14世紀 初頭 でジ ェフェ リ ・オ ヴ ・マ ンマスの列伝 よ り
古 い。
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「アーサー王の死 」 を ここで全部要約 な ど出来 る もので はないので,物 語 の
原典 別 に全体 を八篇 に分 けて分類 してみ る。 これ はオ ックスフォー ド大学 出
版TheWorksofSirThomasMaloryのヴ ィナーヴ ァEVinaver説に よる
八 つの話題(原 典)別 を適 用 した もので ある。
第 一 篇THETALEOFKINGARTHURア ー サ ー 王 の 物 語 。 キ









HANDSア ー サ ー 王 とル ー シ ヤ ス の 物 語 。 キ ャ ク ス ト ン版 五
巻 。 原 典MorteArthure
第 三 篇ANOBLETALEOFSIRLAUNCELOTDULAKE湖 の
ラ ン ス ロ ッ トの い み じ き物 語 。 キ ャ ク ス ト ン版 六 巻 。 原 典Lan-
celotdelLac
第 四 篇THETALEOFSIRGARETHOFORKNEYTHATWAS
CALLEDBEWMAYNESオ ー ク ニ ー 国 の ガ レ ス 卿 の 物 語 。
キ ャ ク ス トン版 七 巻 。 原 典 不 明
第 五 篇THEBOOKOFSIRTRISTRAMDELYONESリ オ ネ
ス の ト リス トラ ム 。 キ ャ ク ス トン版 八 巻 か ら十 二 巻 。 原 典13世 紀
































THATISINTHISWORLD聖 杯物語 。 キ ャクス トン版十




















GUINEVEREラ ン ス ロ ッ ト と ク ウ ィ ー ン グ ネ ヴ ィ ヤ 。 キ ャ







SAUNZGUERDONア ー サ ー 王 の 悲 し き物 語 。 キ ャ ク ス ト








以上の八篇の内に殆んど総てのケル ト伝説の代表的系列の物語 りが含 まれ
ているので,後 世のイギ リスの文人作家達の作品の典拠 となった。例 えば第
一篇の1.マ ー リンMerlinの19章に以下の話がある。
森 に入 る とす ぐ,目 の前 に大 きな雄鹿 を見 つ けた。
「この鹿 はわた しが追 うそ」 と言 う と,ア ーサー王 は馬 に拍車 をか け,
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長 い あいだ鹿 を追 い廻 した。見事 な力 を発揮 して何度 もすんでの ところ
で鹿 を仕止 めん ばか りに追 いつめた。 ……
そ こで アーサー王 は身 をひ そめて いる雄 鹿 と,死 んで倒 れて いる自分
の馬 を眺 めた。王 は泉 のほ と りに腰 を下 して,物 思 いにふ けった。 その
よ うに して腰 を下 してい る と,三 十頭 ほ どもあ ろう と思 われ る猟犬 の声
が聞 こえた よ うな気が した。 その時,未 だかつて見 た ことも聞 いた こ と
もない不思議 な け ものが王 の方へや って来 るのに気 づいた。 け もの は泉
の ところへ来 て・水 を飲 んだ。三十頭 もの猟犬 が獲 物 を追 って吠 えたて
てい るように聞 こえた音 は,そ の け ものの腹 の中か ら出 ていた のであ る
。
しか し水 を飲 んでい る間 じゅ う,け ものの腹 はなんの物音 もたてない
。
水 を飲 んで しまうと,ま た大 きな音 を立 てて け もの は立 ち去 った。 アー
サ0王 はあ っけに とられた。物 思 いにふ けってい るうち に
,い つの間 に
か ぐっす りね むって しまった。
やが て一人 の騎 士が アーサ ー王 に歩 み寄 り,「物 思 い にふ けって,ま
どろん でお られ る騎士 どの,ふ しぎなけ ものが こち らへ来 るの をご らん
にな りませんで したかP」 とたず ねた。
「そんなふ うな もの を見 か け ました」 とア0サ ー王 は答 えた。 「もうニ
マイル ほ ど向 こうへ行 って しまい ま した。 あの け ものを どうな さるおっ
もりですか?J
「わた しは長 い間 あの け もの を追 いか けてい ましたので,私 の馬 は死 ん
で しまい ま した。別 の馬が あれ ば追跡 をつづ けるのですが ……」
ち ょうどそ こへ一人 が アーサー王 の馬 を引 いて来 た。騎 士 はその馬 を
見 る と,王 に頼 んだ。
「その馬 をわた くしにお譲 り下 さい ませ んか。 わた しは この一年間,あ
の け ものを追 い続 けて きま した。わた しが あの け もの をや っつ けるか
,
或 い はわた しが致命 の血 を流 すか,二 つ に一つ しか あ りませ ん」
け もの を探求 していた人 は当時王で あったペ リノアで ある。 ペ リノア
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王 の死後 はパ ロ ミデ ス卿が引継 いで追跡 を続 けた。(厨川文 夫訳)
この話 の内容,心 象 とも 「マギ ノビのキ ュルー ク とオル ウ ェン」Culhwch
andOlwenの中の話 ときわ めて類 似 して い る。 その中 で はキュルー クの叔
父 ア_サ ー が そ の愛 犬 カバ ルCafa11と共 にブ リテ ン島 に住 む妖 怪 猪 ボア
Boarトル_フ ・トロイ トTwrchTrwythを追い求 めて旅 を続 け るので あ る。
このボア は王位 と生命 に拘わ る象徴的 な動物 らしい。 キ ュルー クはアーサー
レ ザ ヒ
が追 っていた この猪 の両耳 の間か ら出た櫛,鋏 と剃 刀 を取 り戻 したが生れ て
す ぐつれ去 られ カーエル ・「ロイCaerRoy(冥土)に 行 った子 を探 しに出 る
と言 う内容で あるが}こ の話 は古 く遡 れば更 に大 陸のケル ト系神話 につ なが
り,よ り根深 く広範 な イン ド ・ヨー ロ ッパ神話 に合流す るで あろ う。現 にア
イル ラ ン ドや ブ リテ ンに野猪 は居 ない。大 陸時代 の神話 の名残 りで はないか。
考 えを逆 にすれ ば このマ ロ リーのアーサー王物語 はケル トの伝 説 をイギ リス
文化 に深 く因縁付 けた作品 として意味深 い。例 は替 るが この作 品 に形式,内
容上 よ く似 てい る後世 の作 品 にウォル ター ・ス コ ッ トの 「ア イヴ ァンホ 弓ー
Ivanhoeがあ る。
ア イ ヴ ァ ンホ ー
ス コッ トは1771年にエデ ィンバ ラに生 れ,1832年に トゥイー ド河の近 くで
死 んだ。"ア イ ヴ ァンホー"を 書 いた のは1$20年であ る。幼 い頃か らエデ ィ
ンバ ラ近辺で この地方 の古 い民謡 や物語 の博 い知識 を得 ていたのが彼 に後世
この作品 を書 かせ る素地 とな った。
「アイヴ ァンホー」 は19世紀 に書 かれた11世紀 の ノル マ ン人征 服 の時の物
語 りで ある。 アイヴ ァンホー と言 う主人公 はアーサー王 とは逆 に,被 征服 者
サ クソン側 に立 ってい る父 と立場 を異 にす る息子 であ る。荒筋 を書 けば次 の
よ うになる。
サ ク ソン朝 は ノルマ ンデ ィ公 に乗 っ とられ,そ の後 窩が イギ リスを支配 す
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る。サクソン王家の遺児 ロウィーナ姫 を頑固に守 るサクソンの忠臣セ ドリッ
クはその息子 アイヴァンホーが彼女 に恋心 を抱いたのを怒 り息子 を勘当する。
彼は父の敵視するノルマ ン側である リチャー ド獅子王の直臣 とな り,十 字軍
に加わ り聖地奪回に従軍する。 リチ ャー ドの留守中に皇弟 ジョンは国政を恣
にし,留 守番の諸公 を手 なずけs一 方サ クソンの残党 を圧迫す る。 その間
度々彼 は トーナメ ン トを催 し騎士道 を鼓吹する。その勝者 は時の1蕩ナメ面あ 女
王よ り桂冠を授 けられ るがその女王の推薦権 は勝者に与 えられる。国王留守
中のイギ リスは国情不安定であったので弟王 は度々 トー ナメン トを行い騎士
ばか りでな く住民達 のせめて もの楽 しみ を与 えて人気 を保 っていた。或 る
トけ ナ メン ト
会 の ときの こと,こ の日の勝者が御堂の騎士ギルベールに決 りかけてい
た所 に突如騎馬で飛び入った武者が挑戦 し,ギ ルベールを馬上から叩き落す。
勝利 を納めた無名の騎士はこの 日の トーナメン トの女王 にロウィーナ姫 を指
名 し,彼 女 より桂冠 を受 けたまま名乗 ることもな くここを立去る。 この時王
弟 ジョンの目にとまったのは見物中の黒い目のレベ ッカであった。 それはジ
ョンの軍資金の調達人でユダヤ人 の高利貸アイザ ックの娘であった。絶世の
美女で心の清い女であったため最後 は闘技で破れたさきのギルベールにしっ
こく言いよられる。 これが彼女 を不幸 にし,つ いには教会から聖なる騎士を
迷わす妖女 に仕立て られ,火 刑にされ ることになる。当時の宗教裁判では被
告人 は告発者に決闘 を挑み,そ れに勝 てばそれ を神の御心 と受け取 って刑は
赦免 されることになっていた。その時被告人が誰か代って闘 って くれる人 に
依頼 して もよいことになっていた。然 しこのユダヤ娘には同情 はして も後難
を恐れて誰 も代理の闘士 を引受 ける様子はなかった。その当日い よいよ日暮
も近付 き火刑 は確定的 となった。 これに続 いて作品の第43章は次の様 に記 し
ている。
しか し魔 法の罪 に問わ れたユダヤの女 を救 うために現 われ る ことの出
来 るもの また現 われ よ うとす る者 はだれ もい ない とい うことを一般 に信
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じていた,マ ルヴォアザ ンにけしかけられた騎士たちは今やレベ ッカの
誓言の無効 を宣す る時であると互にささや き合った。 この瞬間に一人の
騎士が,馬 をせ きたてて,試 合場 を目ざして平原に現われた。大勢の声
が叫んだ 「チャンピオ ンー一」 と。大衆はその先主感 と偏見にもかかわ
らず,騎 士が(馬 上)試 合場 に乗 り込む と異口同音にさけんだ。 しかし
その次の瞬間には騎士のち ょうど折 よき到着 によって起 こった希望 はう
ちけされた。彼の馬は,何 マイル もの間せ きたてられて全速力を出した
ため,疲 労のためよろめ くように見 えた。そして騎手は,試 合場内で如




を名 もない人間に対 して送 りはしない」
騎士は,甲 を上げて,言 った 「マルヴォアザン殿,君 の名 よりも私の
名 はよく知 られてお り,私 の家柄 は君 よりも純粋である。私はアイヴァ
ンホーのウィルクレッドである」
「グラ ン ド ・マスター は私 に戦 を許 され るか」 とアイ ヴ ァンホー は青 っ
2}
た。(菊池武一訳)
この様 に してグラ ン ド ・マスターの承認 を得 たアイ ヴァンホー は更 に自 ら
身替 りとな る被告 の レベ ッカに向い その承認 を求 める。 レベ ッカは喜 んで認
め る と共 にその疲労状 態での戦 いは無 理 と考 え,た とい我が身 は焼死 しよう
ともこの武士が果 てるか も知れ ない こ とを気使 って辞退 す る。 しか し騎士 は
か まわず位置 につ き槍 を執 る。 ギルベ ール もか まえる。 ラ ッパ が鳴 り響 き両
者 は突進 す る。
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アイ ヴ ァンホーの疲 れた馬 と同様疲 れてい る乗手 は,果 せ るかな,御
堂 の騎士 のね らい を定 めた槍 と力 強 い駿馬 の前 に屈服 した。 闘の この結
果 は皆 予見 して いた。 しか しアイ ヴァンホーの槍 が ボア ・ギルベ0ル の
楯 にち ょっ とさわ っただ けで あった けれ ど,ギ ルベ ール は,観 衆 の驚 い
た ことに,鞍 上 で よろめ き,あ ぶみが はずれ て,場 内に落 ちた。
アイ ヴ ァンホー は,自 分 のイトれ た馬 か ら抜 け出て,急 いで立 ち上 り,
剣 をもって勝負 を立 て直 そ うとした。 しか し彼 の敵手 は起 き上 らなか っ
た。 ウ ィル フレッ ドは,自 分 の足 を敵手 の胸 にお き,剣 の切 っ先 をの ど
につ きつ けて,甲 をぬ げ,さ もな くば即座 に殺 す と言 った。 ボア ・ギル
ベ ール か らは何 の応答 もなか った。
グ ラン ド ・マ ス ター は天 を仰 いで言 った。 「まこ とに これ は神 の裁 き
3)る}フ ィア ッ ト'ボ ル ン タス ・ トゥア(天 よ御 心 を な した ま
え!)」
そこでレベ ッカは自由で無罪 となる。 これ と全 く同 じ場面 は 「アーサー王
物語」にも何度か現われている。第十八巻 「ランスロッ ト卿 と王妃」 は王妃
を救 う彼の武勇談である。ランスロッ トの聖杯探求の旅か ら帰 った ことをア
ーサー王 も王妃 も円卓の騎士 ともども祝って くれたが,懐 か しさのあまり妃
はランスロットに愛が さめたのではないか と愚痴 をこぼされる。彼の言い訳
はかえって妃 をヒステ リックにし,宮廷 からの退去 を命ぜ られてしまった。
彼 は国外に休養に出た。その留守中に王妃が二十四人の円卓の騎士 をロン ド
ンに招 き,自 分 はランスロッ トだけを気 に入 っているわけではないことを見
せたいためであった。所がその席でピネル卿がかねて私怨を抱 いているガウ
ェインを暗殺のために仕込んだ林檎の毒が皮肉にもおかど違いのバ トリス卿
を殺 して しまった。騎士達は激怒 し王妃 を犯人 と誤解 して告発 した。 これに
対 し王妃の潔 白を証明するため闘お うとする者は一人 もなかった。王はいた
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く悲 しんだが公正な裁判 は行わなければならない。彼は妻が した とは思 えな
かったので全 く妻に罪を着せた くはなかった。誰か立派な騎士 に身を賭 して
闘ってもらいたかった。然し処刑 は十五 日後 ウェス トミンスター近 くの草原
と決 った。困 りきった王はボールス卿に助 けを求めた。彼 は仲間から嫌疑 を
かけられ ることを恐れたが止むを得ず引受けた。但 し偶然 自分 よ りす ぐれた
騎士が現れて妃のために闘 うと言われた らその方に代ってもらうと言 う条件
であった。彼はこっそ り宮廷 をぬけ出,ブ ラシャス卿の下 に密使 を送 りラン
スロッ トに逐一報告 した。 グウィネヴィヤ王妃はどうも騎士達によく思われ
ていないのである。さて当日とな り,王 も妃 も騎士達 もすべて草原に集った。
王が王妃 や,円 卓 の騎 士 を大 勢伴 って現われ る と,王 妃 は法務 長官 の
保護下 に置かれた。鉄 の火刑柱の周囲 に は大 きな火が用意 されていた。
もしマ ドール ・ド ・ラ ・ボル ト卿 の方が勝 て ば,王 妃 は火 あぶ りの刑 に
処せ られ るのだ。
当時 はた とえ,信 任厚 い人 で も,愛 されてい る者 で も,近 親者 で も,
正 当な裁 き以外,何 ら酌量 の余地 はない とい う,な らわ しだ った。 それ
は王 に も騎士 に も,差 別 な く行 われた し,王 妃 の上 に も,一 か いの貧 し
い女 の上 に も平等 に行われた。
こう して い る間 に,マ ドー ル ・ド ・ラ ・ボル ト卿 が来 て,王 の前 で
「王妃 は,い とこバ トリス卿 を殺害 した」 と宣誓 し,反 対 を唱 える者 が
あれ ば,一 対 一で戦 い,身 を以 って この宣誓 を立証 す る と言 った。
そ こヘ ボールス ・ド ・ガニス卿 がや って来 た。
「グ ウィネヴ ィア王妃 は無 罪だ。王妃 に課せ られた この罪状 をは らすた
めに,私 は この手 で立証 してみせ る」 とボールス卿 が言 った。
「それな ら,戦 う用意 を しろ」 とマ ドール卿 が言 った。 「お前 とわ しの
4}
どち らが正 しいか証明 してみせようではないか」
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と言 うわけで二人 は馬上の人 となる。マ ドール卿は短気だか ら先 に出て試合
場 をぐるぐる廻 りなが ら相手の出場 を促 している。 これ以上 は引き延せぬ と
ボールス卿 も馬で試合場 に現れた。
その時,近 くの森 か ら一人 の騎 士がや って来 るのに気 づいた。 その騎
士 は完全 に武装 し,白 馬 に またが り,見 なれぬ紋 章 の風変 りな楯 を持 っ
ていた。彼 は全速力 で馬 を飛 ば し,ボ ールス卿 の ところへ来 る とyこ う
言 った。
「騎 士 どの,ど うぞお気 を悪 くな さ らないで頂 きたい。 この戦 さは,
あなた よ りす ぐれた騎士が すべ きです。 ですか ら,ど うか お身 を退 いて
頂 きたい。 とにか く私 は今 日一 日,長 い間 かか って ここへか けつけたの
ですか ら,私 に戦 わせ て頂 くべ きです。先 日お話 した時 も,そ うお約束
しましたな。御 親切,身 に しみてあ りがた く存 じます。」
このように言って戦士交替 した。「何者かP」 と王 に問われて も名 を明さず
マ ドール ・ド ・ラ ・ボル ト卿 と戦 った。卿は槍 を折 ると馬 を捨てて二人で戦
った。剣戟で争ったがついに無名の騎士に組み伏せ られ卿は命乞いした。す
ると王妃の告訴 を取 り下げ,こ の度の件 を墓石 にも書かぬ約束 を取 り付 けた
上で許 した。王 に労いの酒 をすすめられたときはじめて湖のランスロッ トで
あることが判明 したのであった。王 は妃 と共に感謝 した。その後ペ レアス卿
の奥方である 「湖の姫」ニムエ という女魔術師が王宮に来てこれはピネル卿
の犯行であると真相 を公表 した次第である。 これでアイヴァンホーが如何に
アーサー王物語に依拠 したかが判 るであろう。 この裁判 とその決闘に駆 けつ
けるパター ンは 「アーサー王物語」では何度か姿を変 えて用い られ常套手法
となっている。アイヴァンホーはそれを換骨奪胎 して文学的表現 に見事 に成
功 している。前者 は辻褄 を合わせ るのに屡々魔女やケル トの伝説に馴染みの




アーサー王物語 はアングロサクソン文化 にケル ト及びフランス文化が流入
したのに対 し,ア イヴァンホーはケル ト・フランス系 とサクソン系文化の交
流 を行 っている。前者 はフランスを介 してケル ト系の自己発揚であ り,後者
はアングロサクソンとノルマ ン ・ケル トの融合 を語 っている。前者は550年
前 を意識 し,後 者 は750年前 を意識 している。何れ も異文化の対立 と融合の
文学上の表現である。特 にアイヴァンホーでは文学面だけでな く現代英語の
成立過程 をも意識的に扱っている。それ は特 に第一章で顕著である。
し そ く
「はて さて,お 前 さま,こ の四足で走 りまわ り,ぶ うぶ ううなるけだ も
の をなん とい いなさるの じゃ」
「豚,ス ワイ ンじゃ,あ ほ う。 そんな こ とどんな あほ うで も知 っ とるわ
い」
「そのス ワイ ン(豚)は 立派 なサ クソ ン語 じゃ。 したが その牝豚 が皮 を
むかれ,は らわた をぬかれ,四 つ裂 きに され,踵 をしばってつ るされ,
まるで謀叛人 の ような 目にあわ された ときには,お 前 さまそれ をなん と
いいな さるP」
「ポー ク,だ あね」
「どんなあほ うで もそれ もや っぱ り知 って る とはあ りがた いでは ござん
せ んか。で そのポー ク とい うの は立派 なノルマ ン ・フランス語 の ようで
ござんすね。 この けだ もの も,生 きてサ クソン人 の奴隷 の世話 になって
い るあいだ は,サ クソンの名 前で とお ります る,そ れが お城 の広間 に召
しだ されお偉 い みなさ まの ごちそ うのお仲間 にな るだんにな る と,そ れ,
ノルマ ン人 になってポー ク とい う名前 にな ります る。 ガース どの,こ れ
おぼ
を な ん と思 し召 す,へ っP」
「ウ ォ ンバ どん,ど う して そ の あ ほ うの 頭 で 考 えつ い た か し ら ん が,な
182国 際経営論集No.51993
るほどこれはもっともな道理 じゃな」
「いや,ま だ ござる」ウォンバはあいかわ らずの調子でいった。「長老
オ ックス(牛)ど のじゃ。お前 さまのような小作人で農奴の世話 になっ
ているあいだはサクソンの名前 を捨てなさらん,が さて長老 どのをむし
あご
やむ しゃ食 べ るあ りがたいお顎 さまの前 までゆ くと,こ れが ビー フ とな
って,熱 烈 なフ ランスの色男 に早 がわ りす るので ござ る。 カー フ どの も
おな じ くム シュ ・ド ・ヴ ォー と相成 る。世話 のや ける ときはサク ソンで,
おたの しみの種 にな る ときにはノル マ ンの名前 こな ります るの じ5)」
イギ リス国民 は中世から近世にかけて民族の習慣,特 に言語の面で日常的
な苦難 を経験 して きた。であるか らそれが現代英語 に統_.__.した ときに一つの
国民 としての自覚が出来たのであった。アングロサクソンが圧倒的に支配 し
たブリテン島に中世のノルマン人 は在来のケル ト人 の伝統 と文学 をフランス
語,ラ テン語,及 び新 しく醸 し出された英語 を用いて流入 してきた。それに
与って力 を添 えたのが このマーロウが まとめてカックス トンが出版 した 「ア
ーサー王の死」の物語である。 これがサクソン文化に漫透 し,そ の後のイギ
リス文化形成の もう一つの伝統 となった。
「ア ーサ ー王の死」後世文 学への影響
真近 にはスペ ンサ ーESpencerの 「妖精女 王物語 」TheFaerieQueene
六巻が あ る。十二人 の騎 士 とアーサ ー王 の,徳 と騎 士道 をテーマ に歌 った大
ロマ ン詩 であった。 しか し彼 はウォル ター ・ロー リー卿 への手紙 にある如 く
,
この作 品全巻の 目的 は紳士,な い しは身分 ある人 に立派 な道徳 的訓育 を施 す
にあ る と言 うので ある。 そのためにア リス トテ レスの言 う十二 の徳 を十二人
の騎士 に割 り当てて い るので,ア ーサー王 は寛 仁 の徳Magnificenceをもっ
て全体 を統べ る役 を負 ってい るに過 ぎない。 しか しその第一巻 七篇 の三十一
イギリスの国民と文学(続)183
節で美事 なアーサ ー王 の挿絵 と共 にき らびや かな描 出 を行 ってい る。真 を象
徴す る娘 ユナUnaを アーサー王子が助 ける場面 だ けに使 われてい る。
次 に17世紀 の ミル トンMiltonがその大叙事 詩 のテー マ に用 い よう とした
が,彼 は この アーサ ー伝 説 の歴史性 に疑 問 を抱 くと共 に,チ ュー ダ王朝 の家
系偽 造の政治 的 目的 に使 われた ことに対 す る嫌悪感 か ら途 中で放 棄 した。
1852年にマ ー シュウ ・アー ノル ドMatthewArnoldがア ーサ ーの話題 を
と りあ げて い る。 それ は物語詩 の形 に よる トリス トラム とイ ゾール トT7毎
tramand1馳π1'であ るが,そ の原典 とした もの はフランス語 の もので,マ
ロ リーか らは部分 的な借 用 をしてい る。 しか し全体 としては小規模 な作品 で
あ り,ス トー リー を物語 か らとった ロマ ン的な詩 であ る。
19世紀の桂 冠詩人 アル フレ ッ ド ・テニ ス ン もArthur物語 を試 みてい る。
モル ト ・ド ・アーサーMorted'Arthur,ガラバ ッ ドGalahad,ランセロ ッ
トと女王 グネ ビアSirLauncelotandQueenGuinevereの試作が あ る。彼 は
マ ロ リー をよ く研 究 して幾度か詩作 を行 ってい るが,決 定 的な もの はない と
言 え よう。 それ ともあ ま り評価 されてい ない と見 て もよい。 ヴィク リ トア文
学 に属す る と言 う時代 的不利 もまぬがれ まい。 その後 スウ ィンバ ー ンSwin-
burneが1882年にTrzsstrarnげLyonesseでこれ を扱 って い る。 トー マ ス ・
バーデ ィに も1923年にTheFamousTragedyoftheQueenofCornwallと
い う戯 曲が あ るが評 価 はされていない。
以上 の他 に文学上度 々用い られ てい るアーサー王物語 についてはや は り ト
ーマス ・マ ロ リーの 「アーサ ー王 の死 」が直接大 きな影響力 を持 ってい る。
それ には1485年のキ ャックス トンのやや強 引 な編集 と出版 の手柄 を考慮 に入
れ るべ きで あ る。 マ ロ リー 自身の謎 めいた生涯 とキ ャックス トンの不思議 な
編集 の才 が相乗作 用 を起 してか えって痩辞 の魅力 を保 ってい るのではなか ろ
うか。序 なが らこのキャ ックス トンのイギ リス中世 か らルネ ッサ ンス文芸 に
係 る功績 は極 めて大 きい と言 えるので ある。 その研究 は文 化史の領域 に亙 る
もの と考 え る。
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以上でケル ト伝承のイギ リス文学への同化の一つの例をたどって見た。 こ
の試みの他 に,よ り重要であるが理論的 に説明し難い部分に触れておきたい。
イギ リス文学の 中の ケル ト
ドイツ人 は ドイツの中のケル ト文化の存在 を知 りつつも認めたがらない と
同様,ア ングロサクソンもその影響 を認めるのに潔よ くないと思われる。 し
か し英文学史の中にアングロアイリッシュが大 き く貢献 をしていることは事
実である。元来ケル ト人 は血族的集団 と言 うよりは文化的言語的集団である
ので,彼 等の性格 と所産 を強 く結びつけ過 ぎることは気 をつけなければなら
ない。 ここに民俗学folkloreなど取 り出す よ りはケル ト系文化 の特性 を考
慮 しつつ,懐 古的にその英文学 に与 えた活力 を見るのは意義のあることであ
ろう。
ケル ト人 はエルベ川よ り南の ドイツに住む北方人種でゲルマン人 と同種の
ものである。それはゲルマ ン人 とは同系統の言語 とイン ド・ヨーロッパ神話
の系列に属 していたことか ら考えられる。ケル ト人 はハルシュタットとラテ
ーヌにおいて高度な鉄器文明を持 っていた ことは既に幾度か述べた。彼 らの
一部 はアルプスをこえてイタリアに,他 の一部 はラインを渡 ってフランスに
入 った。後者の系統は二度以上 に分かれてイギリスに移動 していた。そ こで
Pケル ト語のウェールズ語 とQケ ル ト語のゲー リック語(ア イルラン ドとス
コッ トラン ド)の方言がで きたのである。他方後 に合流 したゲルマン系民族
とも相当な共通性があると考えてよい。それは神話 に於 ける類似性 でも判 る
ことである。ただ両民族 は彼 らの経由 した方向 と時代の隔絶のため民族性に
大 きな相違ができた。
さて,ア イルランド,ブ リテン島に来たケル ト人達は大陸生活の頃か ら運
んできた特色 ある美術様式 を持 っている。前5世 紀には既 にエ トル リアの影
響 を受 けたアルカイック様式,次 にギ リシャを起源 とす る植物模様の前4世
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紀の時期があり,つ いで平面}立 体技法の前3世 紀時代 とな り,最後に多様
な混合様式 となってアイルランドによく存続 し,キ リス ト教 とケル ト文化の
混合体 を表現 してラ ・テーヌ美術の悼尾を飾 っている。 この様 な文明様式は
ケル ト人固有の強力な感覚,詩 想 と想像力か ら得 られた もの と言える。先ず
豊かな感受性か ら湧 き出 した叙事詩があ り,それが空間的装飾に変容 し,多
様な曲線,反 転曲線,組 紐,草 木動物模様,変 形調の表現 を形造 ってゆ く。
建築ではアイルランド ・ロマネスクやゴシックが12世紀,15世紀 を特長づけ
ている。 しか もその原型 は彼等の祖先の遺産 を十分 に受 け継いでいるのであ
る。その特有の感性 は彼 らの体質のみでな く生活形式や宗教感覚か ら体得 し
た ものであろう。神話,伝 承の豊かさはそれを物語っている。ブリテン諸島
にケル ト系が存続する限 りその民俗性 は息づいていると考 えて不都合ではあ
るまい。後世英文学史を飾った幾多の文人達の出生 を調べてみるとスコッ ト
ランド,ウ ェールズ,ア イルラン ドに縁 りの作家が多いのに気付 くのである。
中にはケル ト系であ りながら外国に育 った人,血 族でないのにアイルラン ド
に愛着 をもった者 もいる。 この人達 は英語でイギ リス人 として文芸活動をし
たのである。
J.ス ウ ィ フ ト,1667-1745.0.ゴ ー ル ド ス ミ ス,1728-1774.エ ド モ ン
ド ・バ ー ク,1729-97.RB.シ ェ リ ダ ン,1751-1816.M.エ ッ ジ ワ ー
ス,1767--1849.T.ム ー ア,1779-1852.W.カ ー一ル ト ン,1794-1869.
オ ス カ ー ・ ワ イ ル ド,1856-1900.J.M.バ リ ー,1860--937.S.A.コ ナ
ン ・ ド イ ル,1859-1930.G.B.シ ョ ウ,1856-1950.J、M.シ ン グ,
1871-1909.G.ム ー ア,1853-1933.W.B.イ ェ イ ツ,1864-1939.ジ
ェ イ ム ス ・ジ ョ イ ス,1882--1941.ジ ェ イ ム ス ・ス テ ィ ブ ン ズ,1882--
1950.ロバ ー ト ・ル イ ス ・ス テ ィ ヴ ン ス ン,1850-94.S.オ ケ ー シ ー,
1884--1964.F.オ コ ー ナ ー,1903--1966.T.S.エ リ オ ッ ト,1888-
1965.ロ バ ー ト ・ リ ン ド,1879-.サ ミ ュ エ ル ・ベ ケ ッ ト,1906-
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1989.
枚挙 に邊ないので他は割愛するが,何 れの作風 もローマ ン的a情 熱的,幻
想的,空 想的,神 秘的,感 傷的 と感覚に訴 えるもの,奇 想的な思考,ま た超
自然性の許容 を特色 としている。個人的同族的な内面的思考の方が民族的,
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